


１ 改定の趣旨

都市計画区域マスタープランの改定について

●平成１２年の都市計画法改正に伴い、全ての都市計画区域において都市計画
の目標、区域区分(線引き)の決定方針、主要な都市計画の決定方針を定めた
「都市計画区域マスタープラン」の策定が義務付けられた。

●本県においては、都市計画区域マスタープランの策定に先立ち、その基本的
な考え方を示した「熊本県都市計画区域マスタープラン基本方針」を平成１
５年に策定し、この基本方針を基に、全ての都市計画区域において「都市計
画区域マスタープラン」を平成１６年５月に策定している。

●現在１７の都市計画区域のうち８つの都市計画区域マスタープランは策定後
約１６年が経過するなど、本格的な人口減少、超高齢社会の進行に加え、熊
本広域大水害、熊本地震等を踏まえた都市防災の備えなど新たな課題への対
応が必要になってきたため、都市計画区域マスタープランの改定を行うもの
である。

国土計画、地方計画、総合計画 等

・都市計画の目標
・区域区分(線引き)の決定方針
・主要な都市計画の決定の方針

市町村の都市計画に
関する基本的な方針

適合(法13条1項)

都市計画区域について定められる都市計画

即する
(法18条の2)

都市計画区域マスタープラン

市 街 地 開 発 事 業都 市 施 設土 地 利 用

【都市計画区域マスタープランの概要】

即する (法6条の2) 即する(法18条の2)

３ 都市計画区域マスタープランの改定予定区域
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４ 改定の流れ

県内に共通する都市計画の方針等

基本理念、基本目標

基本理念
豊かな｢もり｣と共生する持続可能で活力あるエコ・コンパクトな都市づくり

※人口減少や厳しい都市経営の現状を踏まえ、将来世代にわたって
持続可能な都市を構築するためエコロジーとエコノミーに着眼した

基本目標
○県土の自然と共生する都市づくり
○人と環境にやさしい安全・安心な都市づくり

○都市の個性を活かし、豊かな生活を意識したエコ・コンパクトな都市づくり
○交流と連携を支える都市ネットワークづくり
○住民と行政が協働により取組む都市づくり

※都市計画区域マスタープランの策定にあたっては、県内各
都市計画区域に共通する都市づくりの方針を内外に示すため、
「熊本県都市計画区域マスタープラン基本方針」を策定してる。

２ 都市計画区域マスタープラン基本方針について（H31年2月改訂）
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※検討委員会の委員は、それぞれの地域において以下の分野から選定
都市計画、建築、商業、環境、農業、子供、青年、老人、地元、女性、福祉、経済、まちづくり、行政など

：区域マス改定中（３か所）

：次年度以降に改定着手予定

：今年度改定着手

宇土・宇城


